
国立大学法人滋賀大学の役職員の報酬・給与等について

Ⅰ 役員報酬等について

1 役員報酬についての基本方針に関する事項

法人の長

理事

理事(非常勤)

監事

監事(非常勤)

  ②  令和６年度における役員報酬についての業績反映のさせ方（業績給の仕組み及び導入
実績を含む。）

  ①  役員報酬の支給水準の設定についての考え方

③ 役員報酬基準の内容及び令和６年度における改定内容

○役員報酬基準の内容
・常勤役員の報酬は、国立大学法人滋賀大学役員報酬規程に則り、基
本給及び諸手当（地域手当、広域異動手当、 通勤手当、単身赴任手
当、期末手当及び勤勉手当）としている。

○令和６年度における改定内容
・国家公務員に準じて、基本給月額を平均1.1％分引き上げた。
・国家公務員に準じて、期末手当及び勤勉手当の支給割合をともに
0.05月分引き上げた。

・非常勤役員の報酬は、国立大学法人滋賀大学役員報酬規程に則り、
非常勤役員手当としている。

学長及び役員の勤勉手当については、業績評価の結果等を勘案し、経営協議会に
諮った上で、支給割合を定めている。

・非常勤役員の報酬は、国立大学法人滋賀大学役員報酬規程に則り、
非常勤役員手当としている。

学長及び役員の報酬水準は、法人化移行前の国家公務員指定職俸給表の俸給月額
を踏まえて国立大学法人滋賀大学役員報酬規程に則り設定している。また、他の医
学系学部を有さない同規模の国立大学法人の役員の報酬水準と同水準としている。

・法人の長に同じ

・法人の長に同じ
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２ 役員の報酬等の支給状況
令和６年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

17,414 11,748 4,961 704 （地域手当） ※

千円 千円 千円 千円

14,993 9,948 4,201
596
247

（地域手当）
（通勤手当） ※

千円 千円 千円 千円

15,144 9,948 4,201
596
397

（地域手当）
（通勤手当） ※

千円 千円 千円 千円

14,746 9,948 4,201 596 （地域手当） ※

千円 千円 千円 千円

13,746 8,592 3,743
515
552
343

（地域手当）
（単身赴任手当）
（広域異動手当）

◇

千円 千円 千円 千円

5,145 5,145 *
千円 千円 千円 千円

4,966 3,185 1,590 191 （地域手当） 8月31日

千円 千円 千円 千円

6,252 4,508 894
270
579

（地域手当）
（通勤手当） 9月1日

千円 千円 千円 千円

2,572 2,572
（ ）

注１：総額、各内訳について千円未満切り捨てのため、総額と各内訳の合計額は必ずしも一致しない。
注2：「地域手当」とは、民間の賃金水準、物価水準等を考慮し支給されているものである。

注4：「前職」欄の記号について、「*」は退職公務員、「◇」は役員出向者、「※」は独立行政法人等の
退職者であることを示す。

A監事

注3：「広域異動手当」とは、就任直前に遠隔地で在勤していた場合、異動の距離に応じて支給されて
いるものである。

その他（内容）

B監事

法人の長

A理事
（非常勤）

D理事

B理事

就任・退任の状況

A理事

役名

C監事
（非常勤）

前職

C理事
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３ 役員の報酬水準の妥当性について
【法人の検証結果】

法人の長

理事

理事(非常勤)

監事

監事(非常勤)

【文部科学大臣の検証結果】

滋賀大学は、Society5.0時代を牽引するデータサイエンス分野で日本初かつ全国
的な教育研究拠点を持ち、さらに、近江の歴史と文化を背景に豊かな人間性とグ
ローバルな視野を備えた専門性の高い経済領域の教育研究や未来世代の成長を育む
教員養成の機能を有している。「湖国から世界へ」と拡がる知の拠点として、知の
継承、知の開拓、知の還元を担い、ニューノーマルな時代への転換期において社会
の持続的な発展に貢献することを目指す。そのために、社会・地域・産業界との
ネットワークを積極的に構築し、世界を導く新たな価値の創造に取り組むとともに、
それを担う高い能力を有する人材を育成する。それらを通じ、新たな社会を切り開
く変革の駆動力として「未来創生」に貢献する大学を目指し挑戦し続け、この達成
に向け、学長のリーダーシップの下で推進している。

そうした中で、滋賀大学の学長は、職員数約420名の法人の代表として、その業
務を総理するとともに、校務を司り、所属職員を統督して、経営責任者と教学責任
者の職務を同時に担っている。

滋賀大学では、学長の報酬月額を法人化移行前の国家公務員指定職俸給表の俸給
月額を踏まえて国立大学法人滋賀大学役員報酬規程に則り決定しているが、学長の
職務内容の特性は上記のとおり法人化移行前と同等以上であると言える。

また、他の医学系学部を有さない同規模の国立大学法人の長の報酬水準と同水準
となっている。

学長の勤勉手当については、業績評価の結果等を勘案し、経営協議会に諮った上
で、支給割合を決定している。

こうした職務内容の特性や他の同規模の国立大学法人との比較を踏まえると、報
酬水準は妥当であると考えられる。

理事は学長を補佐して滋賀大学の業務を掌理する職務を担っている。
理事の報酬月額を法人化移行前の国家公務員指定職俸給表の俸給月額を踏まえて

国立大学法人滋賀大学役員報酬規程に則り決定しているが、理事の職務内容の特性
は学長とともに大学の経営と運営にあたる重責であると言える。

また、他の医学系学部を有さない同規模の国立大学法人の長の報酬水準と同水準
となっている。

理事の勤勉手当については、業績評価の結果等を勘案し、経営協議会に諮った上
で、支給割合を決定している。

こうした職務内容の特性や他の同規模の国立大学法人との比較を踏まえると、報
酬水準は妥当であると考えられる。

職務内容の特性や国家公務員指定職適用官職、他の同規模の国立大学法人との比較
などを考慮すると、役員の報酬水準は妥当であると考える。

非常勤で大学の業務を監査する監事の報酬は、国の委員会委員手当の額を踏まえ
て算出している。適正な大学運営のための監査業務を担う職務の特性を踏まえると、
報酬水準は妥当であると考えられる。

非常勤で学長を補佐して滋賀大学の業務を掌理する理事の報酬は、国の委員会委
員手当の額を踏まえて算出している。学長を補佐して滋賀大学の業務を担う職務の
特性を踏まえると、報酬水準は妥当であると考えられる。

監事は適正な大学運営のための監査業務を担っている。
監事の報酬月額を法人化移行前の国家公務員指定職俸給表の俸給月額を踏まえて

国立大学法人滋賀大学役員報酬規程に則り決定している。
また、他の医学系学部を有さない同規模の国立大学法人の長の報酬水準と同水準

となっている。
監事の勤勉手当については、業績評価の結果等を勘案し、経営協議会に諮った上

で、支給割合を決定している。
こうした職務内容の特性や他の同規模の国立大学法人との比較を踏まえると、報

酬水準は妥当であると考えられる。
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４ 役員の退職手当の支給状況（令和６年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区分 支給額（総額） 退職年月日 業績勘案率 前職

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

1,599 2 0 8月31日 1.0

千円 年 月

該当者なし

５ 退職手当の水準の妥当性について
【法人の判断理由等】

区分

監事

【文部科学大臣の検証結果】

６ 業績給の仕組み及び導入に関する考え方

法人での在職期間

法人の長

監事

該当者なし監事
（非常勤）

当該監事は、常勤監事として国立大学法人滋賀大学監事及び監事監査規程第２条に規定され
る職務について監査を実施し、業務の適切かつ効率的、効果的な運営を確保するとともに、会
計経理の適正性等の維持向上に努めた。業務監査については、学長、理事、副学長及び教職員
等と意思疎通を図り、常に業務運営上の課題認識を深めるよう努め、その解決に必要な助言・
提言を行った。

また、役員会、その他主要な会議に出席し、本学全体の状況を把握することに努め、必要に
応じて意見を述べるとともに、本学内部の意思決定システムをはじめとした大学ガバナンス体
制についても監査を行った。会計監査については、会計監査人が独立の立場から適切に監査し
ているかにつき検証するとともに、財務諸表、事業報告書及び決算報告書の適正性等を監査し
た。同人は、常に組織体としての健全性に努め、同時に大学の使命である教育研究等の活性化
を支援し、本学の質の維持・向上に寄与した。

当該監事の業務勘案率については、これら大学運営に対する貢献度に勘案した上で、経営協
議会の議を経て、1.0と決定した。

該当者なし

理事

監事
（非常勤）

該当者なし

法人の長

判断理由

理事

独立行政法人、他国立大学法人を参考に検討

在職期間における法人及び個人の業績などを考慮すると、役員の退職手当の水準
は妥当であると考える。
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Ⅱ 職員給与について
１ 職員給与についての基本方針に関する事項

③  給与制度の内容

④  給与制度の令和６年度における主な改定内容

２ 職員給与の支給状況

① 職種別支給状況

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

142 40.4 6,707 4,899 149 1,808
人 歳 千円 千円 千円 千円

77 40.4 6,097 4,556 178 1,641
人 歳 千円 千円 千円 千円

3 39.8 5,636 4,129 59 1,507
人 歳 千円 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

21 41.2 7,722 5,612 112 2,110
人 歳 千円 千円 千円 千円

41 40.2 7,411 5,420 122 1,991
人 歳 千円 千円 千円 千円

① 職員給与の支給水準の設定等についての考え方

② 職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方（業績給
の仕組み及び導入実績を含む。）

区分 人員 平均年齢
令和6年度の年間給与額（平均）

総額 うち所定内 うち賞与

常勤職員

事務・技術

教育職種
（大学教員）

技能・労務職種

教育職種
（附属高校教員）

教育職種
（附属義務教育学校教員）

その他医療職種
（看護師）

業務の効率化を図り、業務内容・業務量に応じた適正な人員配置を行うととも
に、多様な雇用形態の導入等により、人件費の抑制を図りつつ、適正な人件費の
管理を行う。また、国立大学法人法第35条に基づき、法人の業務実績及び社会一
般の情勢に適合したものとなるように人事院勧告等を考慮し決定する。

職員の勤務成績等を考慮し、昇格、昇給及び勤勉手当の成績率の決定を行って

いる。

・国立大学法人滋賀大学職員給料規程に則り、基本給及び諸手当（基本給の調整

額、管理職手当、初任給調整手当、扶養手当、地域手当、広域異動手当、住居手

当、通勤手当、単身赴任手当、特殊勤務手当、超過勤務手当、休日手当、夜勤手

当、期末手当、勤勉手当、義務教育等教員特別手当、教職調整額及び幼稚園教諭

処遇改善手当）としている。

・期末手当については期末手当基礎額（俸給月額＋扶養手当＋地域手当＋広域異

動手当＋役職段階別加算額＋管理職加算額）に６月支給時は100分の122.5、12月

支給時は100分の127.5を乗じ、さらに基準日以前６箇月以内の期間におけるその

者の在職期間に応じた 割合を乗じて得た額としている。

勤勉手当については、勤勉手当基礎額（俸給月額＋地域手当＋広域異動手当＋

役職段階別加算額＋管理職加算額）に基準日以前６箇月以内の期間におけるその

者の在職期間に応じた割合を乗じ、さらに勤務成績に応じた割合を乗じ得た額と

している。

・国家公務員に準じて、①初任給を始め若年層に重点を置き、俸給月額の引き上
げ（平均3.0％）、②期末手当及び勤勉手当の支給率についてそれぞれ0.05月分
の引き上げを行った。
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人 歳 千円 千円 千円 千円

159 52.4 9,868 7,102 231 2,766
人 歳 千円 千円 千円 千円

10 48.3 10,093 9,900 189 193
人 歳 千円 千円 千円 千円

149 52.7 9,852 6,913 234 2,939

人 歳 千円 千円 千円 千円

3 41.5 4,353 3,185 103 1,168
人 歳 千円 千円 千円 千円

3 41.5 4,353 3,185 103 1,168
人 歳 千円 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

14 45.9 7,873 5,454 82 2,419
人 歳 千円 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

14 45.9 7,873 5,454 82 2,419
人 歳 千円 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

3 57.8 2,780 2,057 164 723
人 歳 千円 千円 千円 千円

3 57.8 2,780 2,057 164 723
注1：常勤職員については、在外職員、任期付職員及び再雇用職員を除く。

注2：常勤職員の「技能・労務職種」とは、自動車運転手を示す。

注3：常勤職員の「教育職種（附属高校教員）」とは、附属特別支援学校教員を示す。

注4：常勤職員の「教育職種（附属義務教育学校教員）」には、附属幼稚園教員を含む。

注5：常勤職員（年俸制）の「年俸制適用職員（承継職員）」とは、承継職員の大学教員で年俸制適用者を示す。

注6：常勤職員（年俸制）の「新年俸制適用職員」とは、承継職員の大学教員で新年俸制適用者を示す。

注7：常勤職員の技能・労務職種及びその他医療職種（看護師）については、該当者が2人以下のため、

当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、区分以外は記載せず、常勤職員全体の

数値からも除外している。

注8：任期付職員の教育職種（附属義務教育学校教員）及び教育職種（附属義務教育学校教員）は、該当者が2人以下のため、

当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、区分以外は記載せず、任期付職員全体の数値からも除外している。

注9：任期付職員（年俸制）の年俸制適用職員（専任教員）、高度専門職員及びＵＲＡ（ユニバーシティ・リサーチ・アドミニストレーター）

は、該当者が2人以下のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、区分以外は記載せず、

任期付職員（年俸制）全体の数値からも除外している。

注10：常勤職員の医療職種（病院医師）及び医療職種（病院看護師）については、該当者がいないため省略した。

注11：在外職員については該当者がいないため省略した。

注12：任期付職員の事務・技術、教育職種（大学教員）、医療職種（病院医師）及び医療職種（病院看護師）については、該当者が

いないため省略した。

注13：任期付職員（年俸制）の特別招聘教員（専任型）については、該当者がいないため省略した。

注14：再雇用職員の事務・技術、教育職種（大学教員）、医療職種（病院医師）及び医療職種（病院看護師）については、該当者が

いないため省略した。

注15：非常勤職員の教育職種（大学教員）、医療職種（病院医師）及び医療職種（病院看護師）については、該当者が

いないため省略した。

常勤職員（年俸制）

非常勤職員

事務・技術

任期付職員（年俸制）

年俸制適用職員
（専任教員）

新年俸制適用職員

再雇用職員

事務・技術

ＵＲＡ（ユニバーシ
ティ・リサーチ・アドミニ

ストレーター）

年俸制適用職員
（承継職員）

任期付職員

新年俸制適用職員

高度専門職員

事務・技術

教育職種
（附属高校教員）

教育職種
（附属義務教育学校教員）
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②

注2：年齢52～55歳の該当者は4人であるため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、
年間給与額の第1・第3分位については表示していない。

注1：①の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下、④まで同じ。

注1：年齢36～39歳の該当者は2人、40～43歳の該当者は1人であるため、
当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、年間給与については表示していない。

注2：年俸制適用職員については、比較対象外のため、教育職員の人数には含めていない。

年齢別年間給与の分布状況（事務・技術職員／教育職員（大学教員）)〔在外職員、任期付職員及
び再雇用職員を除く。以下、④まで同じ。〕
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③

1.事務系・技術系職員

平均
人 歳 千円

部長 1

課長 10 57.1 8,170

課長補佐 15 48.4 6,959

係長 15 40.7 6,020

主任 10 39.5 5,318

係員 26 28.7 4,500

2.教育職員（大学教員）

平均
人 歳 千円

教授

准教授

講師

助教

助手

教務職員 3 39.8 5,577

1.事務・技術職員
夏季（6月） 冬季（12月） 計

％ ％ ％

54.3 54.1 54.2

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均）

45.7 45.9 45.8

％ ％ ％

         最高～最低 47.3～43.7 49.5～44.4 47.0～45.2

％ ％

53.9 54.1 54

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均）

46.1 45.9 46

％ ％ ％

         最高～最低 49.8～42.4 49.8～42.4 48.6～42.8

注4：「係長」には、係長相当職である「専門職員」を含む。

年間給与額
平均年齢分布状況を示すグループ 人員

（最高～最低）

注5：部長の該当者は１人のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、
   平均年齢及び年間給与額については表示していない。

千円

5,021～3,970

（最高～最低）

注3：「課長補佐」には、副課長相当職である「副課長」、「副事務長」及び「室長」を含む。

分布状況を示すグループ

注1：「部長」には、部長相当職である「事務統括監」を含む。

④

年間給与額

一律支給分（期末相当）

平均年齢

6,642～4,568

7,306～5,382

注2：「課長」には、課長相当職である「事務長」及び「室長」を含む。

職位別年間給与の分布状況（事務・技術職員／教育職員（大学教員））

千円

管理
職員

一般
職員

注1：年俸制適用職員については、比較対象外のため、教育職員の人数には含めていない。

注2：教務職員の該当者は3人のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、
平均年齢及び年間給与の平均額については記載していない。

人員

8,510～7,858

賞与（令和6年度）における査定部分の比率（事務・技術職員／教育職員（大学教員））

一律支給分（期末相当）

区分

7,443～6,216
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2.教育職員（大学教員）
夏季（6月） 冬季（12月） 計

％ ％ ％

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均）

％ ％ ％

         最高～最低

％ ％ ％

56.1 53.3 54.7

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均）

43.9 46.7 45.3

％ ％ ％

         最高～最低 44.6～42.5 44.8～47.4 47.4～44.0

３ 給与水準の妥当性の検証等

○事務・技術職員

・年齢勘案 89.9
・年齢・地域勘案 96.4
・年齢・学歴勘案 88.8
・年齢・地域・学歴勘案 95.9
（参考）対他法人 103.4

○教育職員（大学教員）

68.2

 なお、教育職員（大学教員）は、①表（職種別支給状況）の常勤職員欄の3人

注2：年俸制適用職員については、比較対象外のため、教育職員の人数には含めていない。

国に比べて給与水準が
高くなっている理由

区分

教育職員（大学教員）と国の行政職（一）の年収比率を比較して算出した指数である。

項目

【国からの財政支出について】
支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合 63.78％

（国からの財政支出額 4,418百万円、支出予算の総額 6,926百万
円：令和6年度予算）

【累積欠損額について】
累積欠損額 0円（令和5年度決算）

給与水準の妥当性の
検証

（法人の検証結果）
国からの財政支出の割合は、50％以上であるが、対国家公務員と

の給与水準の比較指標は89.9と下回っており、給与水準は適正であ
ると判断する。

対国家公務員
指数の状況

引き続き適正な管理を行う。

一般
職員

一律支給分（期末相当）

管理
職員

（文部科学大臣の検証結果）
法人の職員の給与水準は、職務の特性や国家公務員、民間企業の

従業員の給与等を勘案し、設定の考え方を明らかにすることが求め
られており、国家公務員と比べて給与水準が高い法人は、その合理
性及び妥当性について、説明責任を果たすべきこととされている。
（独立行政法人改革等に関する基本的な方針（平成25年12月24日閣
議決定））

当該法人は、国家公務員の給与等を総合的に勘案したうえで、職
員の給与水準を設定しており、法人における給与水準の妥当性の検
証結果から、適切な対応が執られていると考える。引き続き、適切
な給与水準の設定に努めていただきたい。

・教育職員（大学教員）と国家公務員との給与水準の比較指標

講ずる措置

内容

一律支給分（期末相当）

注1：上記比較指標は、法人化前の国の教育職（一）と行政職（一）の年収比率を基礎に、令和6年度の
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４ モデル給与

５ 業績給の仕組み及び導入に関する考え方

Ⅲ 総人件費について

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

千円 千円 千円 千円 千円 千円

(A)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ｂ)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ｃ)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(D)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)

223,471
退職手当支給額

4,309,408

577,505556,759

213,060

合計額は必ずしも一致しない。

4,570,1824,449,592

585,233

455,322

3,256,461

208,986

最広義人件費

明細書の 「18 役員及び教職員の給与の明細」における非常勤の合計額と一致しない。

区 分

402,564

福利厚生費

3,306,155
給与、報酬等支給総額

注2:各区分について千円未満切り捨てとして表示しているため、「最広義人件費」と他区分の

職員に係る費用及び労働者派遣契約に係る費用等を含んでいるため、財務諸表附属

非常勤役職員等給与
386,780

3,156,882

注1:「非常勤役職員等給与」においては、受託研究費その他競争的資金等により雇用される

（扶養親族がいない場合）
1.事務・技術職員

○22歳（大卒初任給）
月額 220,000円 年間給与 3,634,000円

○35歳（主任）

月額 303,300円 年間給与 5,148,000円
○50歳（係長）
月額 384,500円 年間給与 6,526,000円

2.教育職員（大学教員）
○24歳（修士初任給）

月額 283,700円 年間給与 4,686,000円
○35歳（准教授）
月額 421,800円 年間給与 7,160,000円

○50歳（教授）
月額 551,700円 年間給与 9,488,000円

※ 扶養親族がいる場合には、扶養手当（配偶者6,500円、
子1人につき10,000円）を支給

年俸制適用職員に導入済
業績評価の結果に基づき、業績年俸額を決定
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総人件費について参考となる事項

Ⅳ 定年制度及び60歳以上の職員の給与制度

Ⅴ その他

①給与、報酬等支給総額及び最広義人件費の増減要因分析

給与、報酬等支給総額について、対前年度比が49,693千円（1.53%）の
増となった要因については、令和6年の人事院勧告に準拠し、初任給を始め
若年層に重点を置き基本給月額を平均3.0％引上げたことや期末手当及び勤
勉手当の支給割合をともに0.05月分引上げたこと等が主な要因と考えられる。

退職手当支給額について、対前年度比が10,410千円（4.89%）の増となっ
た要因については、前年度に比べ退職手当の対象者が増加したことによる。
非常勤役職員等給与について、対前年度比が52,757千円の増（13.11%）の

増となった要因については、非常勤教職員の増加及び時給単価の増額改定等
が主な要因であると考えられる。
福利厚生費について、対前年度比が7,727千円（1.34%）の増となった要因

については、給与、報酬等支給総額の増加が主な要因であると考えられる。
結果として、最広義人件費については、120,589千円（2.71％）の増と

なった。

②公務員の給与改定に関する取扱いについて（平成29年11月17日閣議決定）

国家公務員退職手当法の改正に伴い、国と同様、退職手当の基本額に乗じ
る率の改定を平成30年3月1日から実施した。

職員の定年年齢は満65歳である。大学教員以外の職員については、令和５

年４月１日に定年年齢を満60歳から満65歳に引き上げた。ただし、令和13年

３月31日まで経過措置を設けている。定年年齢の引上げに伴い、大学教員以

外の職員については、満60歳に達した管理監督職の職員は非管理監督職に降

任する制度を設けているほか、基本給等について60歳に達する年度から７割

水準とすることとした。

特になし
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